
2 瓦堵類

9次にわたる尭冊調在によって出土した瓦bIlmのうち。大部分は九){.平瓦が内めるa つい

で軒九疋 軒ヂ瓦が多く ，そのほかに少J立の而戸瓦 ・防本菰瓦 ・地瓦たどのjuJJ.正とJ1Iがある、

事T瓦は873.. .'WI土L-，51¥型式110怖に分間できる。19制年3)J!J!有 .1ド披?可 .Jit円から tH土L

・た軒瓦は1日型式485，fiR(軒九11.紛市犬鉛3何1. 軒平瓦70 'l1b~222何n ある〉が，そのうち 1 /' ほどが附
ゴーしたことになるα 官内他地域左比較したばあい，総点数のわりに別式 ・附カ・多<.特定の型

式 ・J.Rに'!tr!'!しないことカ桁摘できる。たとえば，出 1次大槻阪地域では総点散4591}.':(あるが

" その内~Jüま68型式 1 52 ~T\であり ， また内耳北外郭地成では3399/，i，で開明式 1 20Hiなのであ芯。

111土した軒瓦873 点を " あたりに換拝すると 3.03点になる。 ，I.!~j拠地織の内 ・ 外に分けると ， 凶土 量

・同盟外が ， .あたり 4. 26 内であるのに対して.I.I~~内では2 同点 i 建物"'1111野な，1，I;l提内北半田lに

限っても2.65点に過ぎた札、 これを平援宮内町他地域におけるffJlHl土世と比較すると，内田

北外滞では17.7点.朱雀門間辺では5.7点，内裏内郭では5.1l.¥.l佐定宮内省大陸脈では 5.0点

であるから，円盟地織では極めて少ないことがわかる。Jmとみられる一般の寺院遺跡では

1.あたり 10βを越すことからみて，瓦11建物は頼めて少なかったと巧えられる。ただL.丸・

.平正が少なから由量出土しているので，本瓦JHI!物が士〈有花せず僚にだけ瓦を用いた楠皮lf

たいL臨時の盟物ばかりであった，と断定することはできなL、

正bIllJiのうち，拙合iIの掘形や依取穴 .III'f・井戸など遺憾に伴うものはご〈聞かで。大前日〉 分布状況

は調査地域の広範囲にわたる盤地三隅から出土したものである。間受信域内の北半部は出物の数

が多いが!先述の軒瓦の分布が示すのと同様，瓦時間総体としてもまばらに分散して出土し て

， おり 。班物の少ない間半期での分布状況と大活なL、。間半郊ではlド央の空間地および佐伯門の

京側からJ七般的多く 11¥土した。m査地の凶辺部は州而大川に近拙するが，ここでも正奴の山土

世は少なし、。 l結束駿外ではI!5寮東官河の山而を l'司する括J也 S^61 50 に作う !村 ïX. tIV~SD6 1 5 1

出r12から多fttにil卜10しているt

54~.u':; 1 1O靴の山土軒瓦のうちほとんどのものについては 『平厳官級告 1 -氾』 および 『基

$ 畑町斜瓦餌 I-IXjにおいて報告済みであるので記述を簡略化し l 続111型式 ・硝については:ll

し〈述べることにしたL、。軒瓦個々の記述にあたっては，当研究所がL、かにして型式 相別の

認定をおこなってにるかに宜を注ぐこととし，弁敏 ・5来値愛女 ・鋸術紋数などについては}JIJ1<. 

2・3にとりまとめ，特別なばあいを除いて本文中からは省いた また. ~守陣軒疋の寸法，同上

例体数。およひ'相圧の山土比率についても別克に示したF なお，本文中に同ホした軒瓦拓本は

* .r.'1y.~地峨から出土したものとは田らず符内各所から 111土したも町町うちEも明りのJいもの

で(~1<させ ! 相 J~Iま 5 分の l に統一してめる句

1) (，1J'l阿 \.~文化財研究リ;rr r平成'till:-!:軒花 i\~_ ，\

民j1978，川 「平城下flfl土軒花刷式覧<Ml

m篇リ 19田を合わせた敬市lである，19削午12

J! JJl(!さらにlot'lf.(iを追加IJZ定しているP

2) r平総宵偽HI，'[xJp.115。
3) rベド域'i!I'鰍何WJp印 。
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A 型式分類

型式需号は4桁の数字とアルア7ベット l文字の組合わせで克;託するが，出 1f幸町教 fは時代

を示す (6は禁良時代).!1l2位以下の致?によって7[の型式を示す〈曲1-“9は僻大瓦 ij(1I ~899 

1ま軒平疋ゐ型式をさらにA以下のアルファベットで細分し崎別を7，わす〈ただし。アルフ 7 ヘヲ

トは[Zil:したlirfに付してLるので年代願を示すものではなLサ刊以上の分間のうち!軒丸瓦 ・軒千 事

正は町 I~をr，rlh-rその紋係構成に 工 って次の順序に世って配列する n

軒 丸 lL 010_039 幾何ET位 370-399 qi. jr出 1t' il~介杭 ~20-t\ 29 ~R而位

040-199 lii弁車、l‘紋 4曲-409 宝111併枇 430.......439 禽獣杭

2閃 -369 tiげrl!s帝位 410_419 I姉1E紋 440-449 その他

幾何 t紋軒九五はさらに置園紋 (010-019)，嗣状紋 (0田~恨め。その他 (030-039)に細別す移

る。蝋弁車修紋はまず子葉。有無などによって子車のないもの(削ト肺9.;r，;tn，単に子棄を

1偶おL、たもの引田_119. 111.1業jl')，干葉をさらに備調線によって阪両したもの{120-129 魚

介) 菊花1止のもの (130_1'19)，!問弁と弁とがmなり合うもの (1同_159)，門1t(1曲-1i明，君、

冬介。開-1関)に分け.さらに外匹の位憾によ って細別する。被弁理 l下位のばあレは 単弁と

は逆に外匹町絞聞によってはじめに分間する。繁肱像〈拙~捌).蝿肉敏柑 (2刊 _229)，E本側主*

(2JO-2a9).事R囲位躍。ω-2ω>)，~未粧4 揖1対肱緑 (210-品。 ， 司;紋時 (325-339) ，平行線組

(340_344)，唐草紋紐 (345-359)，忠世相 (3冊-3町である。銀I指紋帽はさらに而違い鋸術紋・

凸鋭備位 ・I!I鋸陶位 ・祖線鋸偽肢に分間でき，また，問弁の形態も分間の置習な要素になる。

際 平 E 臼 1-579 幾何学位 5回-7回 出都位回0-舶9 ~S位 81O-~閉その他

幾何守紋軒平)[はさらに!fi'1i佐 (5剖 -55'9)，変形m'Jl粧 (560-刷).削旋粧 (565-569). 1R・

剛士 (510-問)に細別する。 Jd1i<位も鋭在位(剛~問). 部冬r.~f1!'(融研0-刷〉 。 忍冬!且単位

くずれ (6¥0-619)，稲荷康1ft紋 (620-629)，単位位〈帥~印).I凶行}81，'i.紋 (640-654)。同行府

市の臨時を畳けたj1.. ]~伊唐草佐 (655-659) 均特181事粧(酬-7聞に分ける。闘行および均整府

市紋については。さらに主業 田中心飾事の形状等iこよ って細別する内

B 軒丸瓦 (PL.48-田川 22-29)

軒丸瓦は310倒体.28型式，缶詰11¥1した。これらは。まず瓦吋の紋臨によって，

丸正 ・I弘弁蓮華紋軒丸瓦 ・復弁蓮華紋軒九瓦に3大別できる。

m閤紋軒丸瓦

1型式 1輔がrll士した。

吸困紋軒

， r 、，

司院

60 1 8~J.式は 4 可I悶紋で， A-Cの 31]'こ細分されるのBが11:

土。四線を内問から町Iに却 1周~出4悶と nTぶと .sは出 1・

出2聞のn:J聞が抜く .出 2• 3周および招 3・4聞の1111隔が広

い。四臨の幅は，第 ，. 2函が細<.掠 3 • ，聞が太L、。Aは

J{当中央に珠山をもつがCにはなく sは瓦当中央に同'fri'，、が

あるため珠円の布慨は不明である。

f lff何人 γ19
いJぐと2ノノ./，j 

VJ二;ィy

ω18.8 

Fig. 22 1J(I~fHf九疋 ， 
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ii lJi.弁蓮華敏軒丸瓦

4型式8叫が111士した。これらはいずれも外匹内陪に珠絞脅?をめぐらせるが，外紐の世銀に

迎いがあり 蹄据肉世綜のもの。凸銀成紋躍のも旬。;ll紋時のもりに3分できるs

線鋸歯紋. 6130型式は弁が短かめで弁端がλ味を帯ひ¥問弁がこれを聞むようにのひ'る0

・ rj'}JJが弁Eよりも吏/1¥する。A・Bの2相があり BがIH士。日はAより小酬で，r:~弁が Itを完

全に問みm介Eえになる。蓮子の中央の 1~rif.l~大きいn 6 1 34~世話主は6 1 30 と叫るが111}}Jがへこみ

1111介が1，.を問むようにはのび危い点で興なる。A.Bの2閉があり 八が11¥:1:0A は弁が制〈弁

拙が大<.問介がy~字状をなす。

凸鋸歯絵緑 6131型式はrl')JJが弁区より r~ J' III L- . Ji叶間需が小さL、。弁は細長く介却材、

・ 丸味を:m=びる。外院内綜 ・外嗣問には界棉がなL、o A. sの2酬があり Aが川土。Aには問弁

があり 日にはなし、

g医敏縁 6133型式は問;rがなく弁どおしが錠寸るのが特世a撞下数 ・弁歓 ・珠粧/!('"走を甚

~，に A.......D ， I.......Pの12柿に区分でき。 A，B・n，・Ob.M. PがIJI土。AはItが矩かく弁

端が先り完味。!1'}jJと It区の日さが手Lい。Rは八に似るが1 車T数 ・珠肱散が貝、なり ，弁が

・やや細L、 A・8は外区内 外緑町喧に界粧がめぐる。 DはIr泌が九<.外匠の舛線がな，.。

n，い Dhの 25fiがあり共に山土。 IAは中liJと弁l支の向きが同じであるのに対し，Dbは11'!i1

が買111-，る。MはA.sに似て弁端が;たるが，中日が:史川し外sの鼎植がな1・o pはDに削る

が車 F置が典なる。亜了に対応Fる4弁は井端が史り羽〈反り kるが.11自のIrの弁端は丸t、

外Iヌ内 ・外板間の界腕がなL・0

ヘ h コ f:~. '-:'〆止;""'....... 
創:10_9 61J4.A ー リ甲 山，.，

ωl3_A 6133.11 61泊 h

一"円占~- .，ι一.鴨町h 白ιoω"口3凶 、一-マrρ t創削"川7日JJ-P

Fig. 23 Ijiif遂栴紋H)l瓦
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川 西I弁蓮華紋軒丸瓦

復弁草稿絞軒λ瓦は23型式46睡出土した。これらは外

医内 ・外柑の位慌を某慨に，一靖国線 1凸館街紅柑珠

肱緑，珠紋+繁紋服，珠鮫+凸鍬1H位持および殊絞十組

鋸{何紋服に区分できる。

二重圃線+凸鋸歯紋織 6225理J式はまずtif-'，こ小却の

需が大きいことを特徴とする。由弁。形状は単弁 2つを

m介したような府をなし，間りむくり が小さL、。IlllJJは

外向内級と同一平而 上にある。A-E，Iの 6聞があり，

Dを除レたs再がtll:1した。Aはjf端が尖る。子車は短

かめで向く突 11\し。細J~~ 、杏仁形を引する。 蓮1tはやや

織り i二り ，11端が外方へ垂れ下る。蓮j，中央部にある 2

つの子!Iiの鎗布線が合する部分が中央寄りに搾〈入り込

むため. fl¥1r-2つを合わせたようなIli1l'の形状の特徴が

明闘である。また，ζれに対応して，問弁は人三(-形に大

きく睦分れするの躍子左凸銀肉粧が大娠りで，内・外l交の

鼎組が太札、。BはAに際似するがやや大型で弁 ・問弁

が共にn..、。また，蓮子が厩めて大きL、。Cはjf端が九

い。 子'!t!のj史山置がA より小きく ， 細長い~lt思形を eA

ずる。謹弁がやや盛り上り ，弁端が外ブJへ雪量れ下る点は

Aと同じであるが 2つの子葉町輸事E艇が令する部分が

A I~ど探くは小野寄りに人り込まないため . l!E介主体の

陪状はAにJtしてより問弁らしい。これに対応して!111ft.

端却の位分れが小さい伶蓮Tと凸錫f#紋は小娠りのLは

超大型で，絞様の特徴はCに削る。Eは新酬である。世

田27Cを 来-.T[(間組 f車舷柑町田27Cと認定していたが外匹外
6225 t: 1;: .， 更 耐に凸鍬備位のあることが判明したため変更しL jf'は

72 

• 

* 

唱酔

調酔

• 
6'7j.E 

* 

Flg. 2~ m1n~定 年Htf-Jl正川



E象敏縁

い。 川弁は r ~i 状で 校分れした先持品、1Iに持する。外F(に

・大限りの珠粧を疎らにめくらす。 A~ r-r の 8 刊があり Cが 11 \

土o Cは介に阿りむくりがな く平板で，中日と介p<:の日さが

市し，.。子聾が長<，弁の鎗廓111と問弁と を組的に1<.且す

る。外医の内 ・外柑を晒す界線はなく 外相は自立H~

ミ象紋凸鋸 歯 総 縁 日73型式は藤原宮式軒丸瓦町一つであ

・る"^-Dの4開があり Jtに蓮子の配Rが 1+!i 8， 1r.監

が 8，外Iえの珠佐世が'00 このうちBがlH土した。 BiJ:rl1Jj}

!J;実11¥する。:介には問りむくりがなく弁端円みが強〈庇り 10

る。珠較は4袖'1'最も大きLが沢、、。

ミ象紋+線鋸歯敏11 外1":'こ珠紋引と線開術粧緑を持つ仲間

取 は非常に多L、。ブfと問弁との関係にttHl." 1:11弁が独立する
日 明 '-....----.J_'--:..-..".~..r.' 

ものをA系統，~n1rが鼎腕状に弁をめぐるものを B系統， 1m芥 ~いミ~. -.-τ~-! てと? 問弁の分舗

のないものをC系杭と Lてさらに細別することが可能である。 }o'ig.25問弁選権紋軒丸疋(空)

イ)問弁A系統

627t1咽式は必日宵式軒Jt瓦の l軒である。中万向、主11¥し，Ir.ヵ:大きL、 弁には附りむくりが

・ あり ，Ir端浩明i<庇り kる司A・Bの2純があり ，Abが111土勾八は介ばが叩り iり弁の'"り

むくりが大~~.。 外区内 ・ 外柑川の周脱が 2 ， r(。 外区外椋 L..~伺に (II L般をめくらす。 Aは Jきらに

正当拍の彫り II(しの状況からAa-Acに区別できるのA，は湛千の阿聞に円聞をめぐら L，外

I烹内 外縁聞の持組が2if(oAbは抱の磨耗が並行し，車一fの川問。円聞が削減した段階で蓮

fを小さく苅〈彫り瓜し，外区の界線を 2-1<まとめて l本としたもり。

. 位75型式も藤原官式軒Jt瓦でるる。中日が向くてたIII-tる。Irは小さ〈平田で 1r端がわずか

に庇り上る.外I支の'"肢は際だが，韓鋸fお紋は帆¥.'0 A-I‘。 G-Iの 8Hがあり A ・C・D

がIH土。Aは蓮下の配罰が1'-4ト12で.これはAのみ。Cの車内J:l+8.1-15でこれはCのλ。

，.".. ---ー内、、%、品

，~，純 B系統 c，名総
Fig 26 弁とIlfl介のry.1係
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Fig. 27 側弁護稽絞仰況131 問弁八系統
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珠粧が小さL・。外匹外制が制広く ，韓鋸出位が特に拘l'、。0はa;干の配世が 1十4+8で，中Ti

はあまり炎111しなL、。弁 問弁ともに端部がl足り kら-r.外側へ向う側広の組制耐となる。C

同様に外区外制が刷広〈臨鋸陶紋が粗いが.Cに比して外[.{外耐の簡斜がゆるL、。

6278型式も厳眼下¥A:である。瓦当面全体が踊平。Ir.は線的なお且で細I品 、 問弁の先端が2

・ 1に分れな、、。外区外躍の輔が狭〈低い。A-Fの6摘があり ，s. Cb. Eがtll土。 Bは中

叫が比較的日い。弁は全く匠り上らr.端部が外方へ向う嗣狭の削斜1mとなるe 子J集をかこむ

鎗出組の11する部分が 2;Zに大きく分れる。Cは正当lfij主体が山レンズ状にくぼむ。中TJは弁

院と 1"]じ向さで，山腕にょっと弁区と匝す。;.:下に門閣をめぐらせる。Ir・IIlJ1rは太Uの凸組

~JI且し彫りがf除、、。 外匹の内 外耐を闘す界観がなL、。 Ca・Cbの2，片があり .Cb は C~I

，の;.:{- 妹紋弁の 部を彫り直したものである。 Eは11'lJiが史lI.lし卓千U門閣をめく ら

す。弁は長大で升端 ・チj距端が反り上る。タ十区のW.線はなL、

担79型式も麟叩h正式である@ 中Þ}ヵ:小さく ， ~rは'1 ・ 5よとの 1 山りまhりに 1 誼にめぐる。 こ

れは藤原宮式桁丸五では唯一の師であり ，その点以外は6275によく似る。A.Bの2曲があり

Jlにtll土。Aは直下を方形に配置する。弁端が反り上るがBほどではなL、。外区外柑が幅広

・ <.組鋸術館泊、III、 Bは証チをλ 向形に配世する。下車が恒<Ir端が強<&り lる。蓮T'

外匹の珠紋が大きL、。外l{外耐の幅が狭L、@

日01型式はいわゆる興師寺式の軒丸瓦である。'j'TJが大きく盟チを2盟にめぐらす点で厳原

宮式の回74・臼75 回76 田78と同じ。ただし，由桂が小さく旅紋 ・銀幽位が粗い点が異なる@

弁には附りむくりがある。A-Cの3極があり Cが山土。Cは耐怪がu小で，盟下世 ・珠紋数

・ はAと等しいがj 臨輯副首位が細かい。イー藍をかこむ輪郭腕とl口11rは鋭い後をもち，弁端はA

Bより強く反り上る。 A・Bは外区外相上国に胆l粧をめぐら Fが.cにはなL、。正当は訴事ぃ。

日08型式は6279の系譜を引き，中吋が小さくffi子を 1ulにめくらす。 I!~ÌÌ}は外I[内栂と 同前

伝いしややI'， :i ~ 、位以にあり ， 弁区よりわずかに突 111する。 A- D ・i・11・L・Nの9.fi11があ

り.A・DがIJI止。なお!日GはDとト1泊と判明したので消去した。Aは弁のal冗がしまり末広

.がりとなり .Ir端わずかに反り上る。8弁のうち3弁についてa/:ll弁が日系統状を!止し，弁の

山聞をとりまく。箔別れ痕のある ものが多く，訓れIIに粘土泊、入りこんでできた尖線が'1ψ}端

を，{よる。外区外柑上面に凸線がめぐる。DはAによ〈叫るが，"'ltJがやや大きく ，より両く突

出する。弁はaueがしまるがAより短かい。珠位盈ヵ'A・8より多L、。A・Bともに琢肢と鋸

備絞の測り付けが盤ってLるのに対し.Dでは乱れる。

• 

• 

日11型式は日08によく削るが，中吋の(luきが外区内柑と同じないしぞぞ低し〈ぼみ加減な

I~，i..で区別できる 。 A-Dの 4 掛かあり .A ・ g . Dが /1\ ニiニ。 A ・ IIは酷似し ! ともに中ÞJが深

くくぼみ，珠紋 韓錯出紋が?官。"均一占の"'は，弁端がAでは尚〈以り iりBでは垂れ卜る点に

よZめられる。Dは'l'bJがA・Bほどくぽま f.1r制がtたし、。 弁端治、Jf~J~-F る，~.i，は 臼 に似るが。

.I¥i:l.りむくりは小さL。

回13型Aは臨1t<1 ~注 ， 面怪 l1cm ほどの小型正である。 A - D G0 4 同があり ， A-Cは問弁

ヵ:A系統であるが，。のみ日系統に属す。J.l喜子が 1仰できわめて大きい点が共通した特徴をな

す。A・B • GIJ:川士した。 Aは瓦当慌が政大で内区生体が盛り上る.Bは正当怪がAに近

いが， 内匹がAに比して平似。 Cは瓦当毘がAl小で， 内 l~:は U に似て判敗。
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ロ〉問弁胎系鎌

田81t型式は麟係官式の軒九瓦である。中t)が大きくa;-fを2!f(にめぐらすが，こ"は白系統

'1'で唯一の倒をなす。 弁は凸組で表現し ， 子集をかこむ輸聞線どおしが離れる。 ~肱 ・ 輯歯紋

はJたに密。A-Cの3摘があり .Ab ・ Bが出ニiニ。 Aは小回が弁l互と等両。 弁は魁かく ，てf ~監

事をとりま〈偏師陣を Rに比してより鋭的に表現する。 挫チと珠紋が(.~ <突出する.組依尚歓ヵ:

Bより細かい.1rの彫り直しの進行状置から Aa・Ab.Aιの3世間に区別できる。 Bは中野

が拠出し l 弁がJ~ ~ 、。直下 . ~絞はB より低くJfAが九L 、。

6282型式は6281の系譜を引くが，中叫が小さ〈なり ，それに付随するように員長チは l亜であ

る。弁は艇がJに誕説し問りむくりがなし、。外l豆町味紋 ・腕蝿 1.1立の散が少なくなる。 A.B， 

ホ D-Lの9輔がある。 A.Iを除く 7且は正当市!が巴1V"/ズ状に織り kり，外I文内 ・外制問の

'I!線が内区 外区川の界相より太い。 また . Aを除く 8~fiiよ小þ)の小心の盟了がJにきい。 本調

宜匹では Ba.Db・Fa.Fh ・G.Hhが出土した。BはJも吋l(，iの盛り上りが比較的小さく '1'

w，、平担。雄弁は魁か<.-f1sを囲む輸師韓どうしが離れる。 Ba・Buがあり ，Bu'ま'I.tjと

弁l三との撞に単組がなくなり ，弁を一部彫り直す。Dは小型で，弁の子1憶をかこむ給血線どう

・しが接する。()a.Ub・Dcがある。 Dbは Daの・I'UJの中心蓮子をひとまわり大きくし，弁

を一掃¥Jfり直す1>Fはrl-'lJJが弁区よりわずかに主出する。1fは長めでわずかに断りむくりがあ

る@子離をかこむ輸血線どうしが離れる。ドa・Fbがある。Fbは弁のー怖を彫り直し，子症

が制くなる。外区外柑のI¥!鋸歯紋が太くなる。また，箔の肝粍後に1rとιI'T).弁区間の非韓を

出〈彫り出したため，Fa fニ比して中!>Jが低くなる。 Gは瓦当山1の盛り上りが大きL、。中房は

・弁阿よりー段似しゅ、，凸レγズ状に中山となる。弁はBとFの11'1同位の民さで，子jおをかこu

験師組どうしが勝れる。Hは瓦当面の盛り上りが大きいけれど'11mは平組。弁は長めで，子撲

をかこむ綿服組どうしが離れる。弁をかこむ紛廓腕が大〈 。出〈炎111-;る。8弁のうち l弁は

紋織が刷れ，-f-~YMI. く，子北をかこむべき輸出般のー怖が欠ける 。 lla . IIuがあり ，IIbは

弁および問弁を全体的に彫り位すω

・ 印刷型式は62叫に似るか， 中þ)か小さく jfが叫い。 'l'þJ'I'むり蓮 fは臼田~U\:のよう iこ大き

〈なし、。A，C-ドの5岨がある。A.D.Fは弁が雌りより ，中t)も中『叫に盛りJる。C

Eは中t}・jf'.・平桓で，中日が弁区より 段突出する。A.C.D(.1)3岨が出土。Aは'1'房が

外区内組より高い位世にある。蓮子相Eの間隔が均艶でな〈。全体に片野る。弁描が外方へ垂

れトがる。外区の組鋸幽絞が細かい。DはAに酷似するが， '11防の商さが外区内組とほぼ等し

・ く，凸レンズ状に中高な点て'異なる。蓮子は中T)の中央にtlaる。11描はAと呉なりやや反り

よる。Cの特融は上述の泊り。

6285型式は62制よりさらに中viが小さく ， 弁"・ J< ~ 、 " Ij'tJは外16:内相よりかなり山<.'"弁

ヵ:盛り上る。 子~:;Iま幅広で7 ， 端部が外1Îに垂れ1 がる . ~-f ' 株紋ともに小ðc 、。 A ・ Uの 2

叫があり Aが山こ士。Aは1fの盛り上りがBより大き<，Ijlt}も凸レンズ状に低〈盛り上る。

吻 63回型式は大阪府船僑遺跡 ・後期難波宮町土の軒丸瓦と同誌の6303Aを標晶とする。臼OJA

の特置は，内院全体がきわめて強 く盛り上り， 'l'vJヵ:介匹より -(，食品くj;;/11し山レンズ状に中

1) 大阪府教Yf'li品会 r河内船協遺跡HI土遺物の

研兜J(大阪附文化財制作報告書 ij) 1958， 

p. 370 熔波宮枇WiQ援会 研究会 rll波宮祉の研

究 6J 1!l70， 1，.108。
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6初..は
日04Dと同
室のため消

新樋63071

新種剖I6K

同な山にある。ただし，6303sは63031¥よりむLろ628.IA.D • Iに近似する。介は脱り上る

が6303Aほど怯くはなし、。中日は外!K内組よりやや品く 6284Aに近し、。中川がほぼ子坦なl.'.iは

6284Cに近L、。1r.端が反り上る点は62840に臥る。

6304型式は中uJがl'区よりかなり高〈提出する点で臼84 臼85・6303とは大きく奥なる。A

.......E， Lの6軸があり ，Jf:lFはDと同箔で必ることが判明したため消去した。・l'闘が外区内融・

よりやぞ高いものが多<. 1-1 じ両さの~のが少敵ある _ l'は長めで盛りよるが，介舗が尖り気

味な点でも6285と易地なる。 A.Lが出土.Aは弁が特に長く ，下車をかこむ愉師線が太い。弁

の盛り上りが日仰の中では大きく， 1f;備が車れる。Lは起大型品。中TJは外区内柑とほぼ伺じ

尚さにあり ，よ1Mが心lレンズiAに此〈盛りよる。 Jrの盛り lりがかなり大きく ，井端が位く垂

れ下る。

田91型式は，問弁がB系統でるるが，弁の形躍は問弁A系統の6308.6311型式とNi似する。

A ・Bの2岨があり Aが出土。AI:t中吋品が外[g内耐よりかなり品<.弁I[からも一位向く突

出する。外I[外相の断面は蒲鉾形で，その上ifiiIニ凸線をめぐらす。

6314型式はIII弁4離の小型]{.o問弁がIl系統であるため曲目D'こ似るが，撞下が1闘ではな

‘・

く，11'むの 1引の間闘に5ない L6 arをめぐらす。A--Eの5屈があり BがIJI土。IIは'1ψ}が率

低く突出し.外区内制よりやや山い。Il!弁は平tuo-fJたが幅広で，介端IJ')L味を':1;;びる。

ハ〉問弁C系銃

位96型式は単Jrと区別しにくレが，世米から彼弁としてきたもので

ある。イ-j院が幅広でま主<.弁どうしが接する。弁の形状は613Jと陪似

する。A・Ilの2再があり Aが出土Q Aは中叫が〈ぼむ。弁端が主り

究味で，干#1をかこむ鎗廓般が内証 ・外区間の非線に緩する。

回日7型式も問弁がない。 A.......1， Lの10曲がある。出:弁円形状には

たような形りものとの 2者がるる@またJr.と弁とり凶係におL、ては，

Fベてのずfどうしが離れる もの，すべての弁どうしが修するもの.Jr 

カ・障する箇所と肉量れる筒j賓があるものの 3者がある。本調査lメからは

B.Iが111土。 BはQ1Jrを2つ合わせたような山弁で，弁どうしが桜

つ合わせた郊の出弁で.Jrどうしは離れる。 II'VJはくぼみ?外区内柑 6307.B 

，.>.0:.:":'""'<;"，，":ι 
より若干f川、位固にある。丸瓦の瓦当への接合位世はやや低く ，多品 心二士一‘:.:.~~:.:. 

、/・J 二、，亡、、
の筏合粘土を111¥、る。九J{.部凸凹は縦方向にヘヲヶズりする。 、以¥.¥11:〆〆

、~)- . - '~~ 

日16型式はIfの形状に特慣があり .Jrの中央に凸線がなく ，子監2 日、!却川

本を拍闘組で阻む形をとる。 A--Kの"，Rがあり Kが111土。Kは新曲 '.ア二〈 ;:1λ

中叫がくぼみ，外区内程よりやや品い{姐にある。s刷出uhaJ:?〆;GdIV火、??

• 

事

* 

i，lヒ;;1..γ川司、町
弁にはわずかながら削りむく1)IJ:ある。瓦吋はぷJ7<'必当型出削ιyik主主ffJ、弓ddJ * 

守':.. ' ~，.:'， ~ ・ '.'
担。丸J{.の瓦内への後合位置は低く 1 多J.tの接合粘土を肌 、る.喝 、:::t!.!.史、." 
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C 軒平瓦 (PL54-田 .Fig. ~O_'IJ) 

軒ド瓦は部3ki" 26型式，日極HI土した。これらを瓦当円値様によって大別すると .lli囲紋

章f平瓦 ・ {~行府軍駐車nλJ( ・ 均整唐1;<紋事f平J(に卦けられる。

1 重 岡 紋軒平瓦

構 成湖位斬平J[は l型式 1植のみ出土した。
Jトるd 〆ずら

jt;マ..，ち J4〆:Jtl 
日 I刊ベス~へー ， ";I~-~三会心マ tiJi¥L、 時三、 -:..::-_.戸二ペラ，.;;;-".jが/，i

=・

6575型式は 3盟醐紋で， A ' Bの2稿に細分される。

Aが出土。Aは闇組の断TI!Iが}j形で向'JIlる。四組11¥1の[師

団分の直面は平坦..';tiは深いIUlt't!顎。

U I1同行1苦草紋軒平瓦

..行唐草世軒平Jeは4型式15傾山j した。これら3剖h

草の形状を基切に，宣車2倒からなるJ;!JJ'，'i値と宜形忍冬

出卒位とに区分できるo

謝個合か川、

t之主f¥;ミ:ph ミシ75主タモ五ザ/
1て白ー‘、 ミ ィー 、、l..'~=ニ;::;..:， 二 ".0:..... ノF
、_>~ >.~.-=-...;; o:r'~fc:... ω75.A 

-"'---.:.、エ:--- ... ~，~ 

FiA". 30 1直樹政.F平κ

JふJ災ミL、 〆ぷdd4:1
巳江1円、Yご.¥ h ノ?手</?:f-'J 
!内、"ご;ミご、v 一〆予tずf.〈4:Jg勺)')ソbζ子守::..，o.よ、J去hど己了P匂叫L 山-弓主タ±ラえ=.シFパづど Aつ〆4グj 

I 基?準相隼和;にこLて，上外州l似メ晴E鎌来械位+下外区観輯曲位のも町'上外 J →-一- -「F /.i「

事区 ド外L{とも味紋のものに2分できる。

• 

イ〉上外区磯a;下タト区..鋸111愛

6641型式は出~'INiこから有へ展開する右岨行181;1紋で

あるo;\îは帥itl o A • C • E ・ F-I . L・N・0の10

極があり， Ab・C 巳.F・0が出土した。Aは主の

起むとオ端を以転させ，それぞれにl主集を付す。主J告

には也知 ・b聞がある(1'ig.32)。 ト外区 ・臨l三の線鋸

倣紋が主.絞する。Aa.Abがあり .Abは脇l丘 ト外区

の線描歯紋を削り部1"'0 cは茎の起点が巨転せず，遊離

した 2主張を日<0 .!仰木泌は反転するが!立症は11さ 一一一一
掌なし、。主主には，-，聞のすべてが合まれる。 ド外トベ Fig. 31 il日ir肝1，1紋n'ÎJ{l1l

脇匹の腕鋸幽肱が主h制しない。山主主の起山が反転し，避厳した 1kA定をはく 。五の'"端は以

伝せず.，迫力ド"のjLJおを 1，-F各 2個配す。」区東は a'b. c剖がある。Iは主に似るが。匹の'"

端が反転し 1.!d~n、 H< 主主はa.b.c1Ji"ー卜外l五・脇区の組鋸尚絞が亜脱する。0は新

曲。小)1のため絞様構成の 却しか判明しなレが，Ji.!t1がc1J1で逆}j向の'1、立離を加える山6ま

・G・Hに近いω しかし;，:車が大振り C巷きが剖<.内区輔が広い点は1，なる。

没5レ潟5レ支多レ対三レ漣妥〆
。飴 "飢 b2~ c! !fi "担1

t'ig. 32 fw i i府_¥紋J左京の分顕
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花園彩 IED.問形の中心師を下から上へ岳きこむ山~で岨んだもの。 これらは外匹の位様を基

榔iこ，上外広疎紋 l下外区線鋸備粧のもの 2重岡龍りもの，上外k<.f外匹ともι味敏のも

のにさらに制加jできる。

イ〉土外IRt象段下外区銀.. 歯総

.. 666 1~式はいわゆる大市大寺止の野平凡である。中心

飾は諜3需の問分休併を2つ対称に合 Lたような形であ

る。 1"ト似の線較は省仁形。}jf草較は3阿反転。朝は段

制。A--Cの3瑚がるり Cが山土。cは」外区の珠紋が

~J~ ~ 、。 }，ItJ;i.の世きが弱く ，]Jf 1J:tお 1 単位前 l 主 !11の~，~

. 却がI!!j折せず滑らかにカーブする。中む飾の花頭形は仲

びをか， <。

ロ〉外区が2.111線のもの

6663型式はlE聞形の草剤;を平行組で克現し，基調¥"、内

閣観に擁する。出市は3回反転。A-F，H.Iの8柿

専がある。B・lの 部が段顎で，その他は曲線顎。A ・

B ・C・Fがmニi二。Aは唐草の主薬 ・立業の;止が内聞組

に1&し，そこから流れ出るよう に派生する。陪革担 3単

位の iE・WI主誕の先端が脇区悶組に銭する。Bは}，If

1，'iJl)形状がAに酷似するが，内区幅がAより扶いためJ}J

.. 1，'i.はA より 刷、ドになる。 r~i11-部 3 単位の近くに珠肢をれ

く。木問先匹では段';')1のものが多く 73%を占める。Cは

)，"，'の島市¥1，、閤院に銭LなL、。!若草野'nlij位主換の先端

が脇 1，間線に鈍するが， 布第 3ιれ位~'O 主主を欠く o "h-:. 

出 2 .lji此拙 l 立Ji~のをきこみが通市 と増。 Fは 1;!f 1，t O)-)I..、

‘ 相同、間線に控し， }，If J;f.はそこから立ち上る tうに派生す

る。 tï~ 3 li'l位iJ匹 前 l立案の先端か脇盟組に躍さt'1ニ

~き ニむ。 今I'~HI上の もりはすべて曲線顎3

，、)よ外区下外区共に藤敏のもの

ιら

'ヘ
，'CY sr 、、 ¥〆ノ〆 /←

.'il'鈴 絢敏庖車紋11乎却11

面白型式は雌Il-が3同反転で，脳卒の基調抽:内 ・外!互を附す界線から流れ出るよう に派生す

-る。唐 ft(開3Jj¥位主主治脇区界線にとりっき，却 1克』院は先端を器きょむ.暫1は段顎。A.......D，

ド-0のl'lf査があり， C・D・F・Ga.H. 1が11，¥土，cは・l'心飾のIE酎北部が副く上端が

聞き，W-腕には按しなレ 外区珠紋が大き L、。内K制が民く ，urr，t各単位が横J!。位憾の彫り

は組が出〈拙L、e 外民と脇区の!立に凸線を世 く。Dは'1-'-(..飾のIE頗且痛を平行線で求型L.J!;

部 ! 端ヵ~W-腕に峻ナる。 J;lfJ，'i主撲のをきこ みが小さ L、。位様の彫 りは開〈腕が太L、。外区と脇

1) 1.)物 I，~車紋の単位分情u、と各制伎の部分名称

は 『公民阿古文化財研究所格動資料 1J瓦編1

前総 p.13によるoI.'f依紋の各市位は中心部か

ら献に錦 1t!1('立 倣 2単 位 郷3単位のように

R子λ。，;!t1，'i.の 1II¥j1r.1'iのfm分名称は 中うたに流

れるものを 主総他は支然と し!支般のうち主

薬が栓きこむ憾にあるものをtnl;正案反対側

のものを鰐21(業とする。

81 



区の出の凸粧は杏仁形殊紋1止を~.-tる o FはDに白色叫す

るが，'1'い飾がDによtLて多少同三子。また，花頭基却の

共上の珠粧が，Dでは1EM基部の中じ艇に対c-Cやや左

く。G"・Gbがあり ，Gbは九年草を太〈する。Hは'1'心

飾の1ヒ以品『引か直根町Jで!JI組に控しなし、。花期り先端は

小さい。Jili't主:?ii1 jji.位主主の-&きこみが小さし J.!f1凶作

2単位主業の巻き込みが大きい。外医と脇l支の症に谷仁

大き くり11き，界相に緩さなし、。唐辛の世きこみが6664'1'

壮も強く ，特に却 1-41伎が:践し、。外区と脇区の控に杏仁

形珠肢を世く。外凶沫位は留にめぐる。

6666型式も 31io]反転倍以位であるが，山I12の五L刷、内

外区間!のw叫から立ち tるように派生すお点で印刷 と典

なる ω 四車部 3単位二主主が脇区界線にとりっき，出 1主

主は巷きこむ。顎は段暫!QA肢のみがある。中心動は
，-之、叫"ノ〆γぷ e

666，ID・Fと同じく， 花.:iJt基部を半行制であらわし!界 ふ記 、.，" .，三":'r-'~> 山川

組tこ接する。 J.!t1;i各単位はkさが短かく ，者きこみが小

さい。外I交の珠紋が小さL。

菱形珠点 '1'心 fWn~必)[;の珠蚊c，こ"をJーから下へ

在きこむ崎市によって閉む形のもの。

6671型式は唐草カ 3同lえ転で，第 3.iji此が脇区w幌に

とりつかない。上外区と脇区に杏仁]f;fA紋， 下外院に組

鋸歯紋を配する。 外区は内区より 段品し、。 A~Dの 4

純があり Cが!十i土。Cの浩平は主主揺 1立柴田2支

J 、

~ニ ..:.... .~_:.._r

ib¥/41 
tilfFよ i三ミ~._，七三日51
ぺ1mgヲ〆み.，

:j;~からなり (ß .D èJl通) ， 山平り些きこみが師川J も 1"" AI 
い 6 守、ム んノ"

g 

っとも郎、。内区別端に品隠した小立北を配す。引は凶 iJl-11込ぞ¥ "イく/ぐ叫i
叫戸、 M 一一 日 時 一一 ♂〆 ι 三 /〆

.1>--. 0今、，->-<;---... --;';--~，.~ ~，-:-. 〆Jシノ

酬に.ili1" ， Il!j制 。 ¥J主将、子三戸忠弘ドクこ「
逆+字形 逆トヂ形の中心師を向、ら上へ世きこむ底 、ザヘL ーてエ:ーーブマ

1件で聞むJf;のもの。これには，外l丞紋様が二盟国組のも

のと，珠位のものとがある。

イ)二 重 園鶴

Fig. 36 .I';J聖路冶草紋軒平J{(21

6681型よは}，皆1;1が 3 日反転で，泊以前 3 単位ニ主会が脇民以組に按，る。 A~ E ， Sの6組が

82 



あり B. C . E . Sがm+~ Bは唐草が界観念、ら流れ

出るよ うに派生する。唐草第3単位第 1主薬も脇lズ製植

に怨する。内巨が狭<.唐草m1 .ijI(;ウ町長さが臼剖小も

っともJH、。顎は，"，韓官i"Cは中心怖のIE到の先端が，

・lE聞をとり問むf.lJ1Jとtlする。鹿市が界線から立ち上る

ように開'1ーする。府1;<却3単位前1支1Eも脇11.持組に推

する。府車内控きこみは小さ く，1i抑 3単位の t!1!と主

盟が問棉的にド行する。顎は山級官LEは中し、聞が八

Bより 例以で，守1，'，が!N腕から流れ!f¥る ように派坐 Fる

前(八 日と共通)。山球部 1i ií.(，~.の長さ は A . Rの r!l rr: J " )，fF 

以前3'1同杭が小限り e 出';;.:w，3 ij"t位指 lk!l'1が醐[3:界純

にj奮する内;)iはIlJr腕顎内Sは在l小思lfh 中じ飾坦1E朗が

小さ<，:Mil唱はYI韓にt去しt，l、。崎市部311¥位指 1主TE

を欠く。顎は出陣顎。

・ロ〉タト区磯 lt

66田型式はA刊のみがある。由1，'(は 3阿巨転，界融か

ら流れ111るようにiJi('[:-;ずる。庇革担 3単位主曹が非組に

躍し却 1宣車が控きこむ。顎には段顎と前韓顎(7J2 i時が

あり l 本間1!.f.l元山土のものは前線顎。

・6685型式は6682を小型化したもの。洋典は府草加 3Jji 

(~ので袋のみならず前 1 !l.-Jjjも界線に陸 ずるI1にある。

A-J)の 4純があり 1)n~出土。 j)は中 L'聞のlEifM，~市ヵ、

主に聞く。lE顕を出む府草の治半が左'¥'"より大きく l 在

きヵむ出い.HトEの殊紋が有l'、。ロ1は役割11，

• 

L、。内似嗣がuより狭〈 庇市町在きこみも小さL、。

下芳にIttJ íる五獲彩 下からJ へ在きこむ山市でTr~ 可能

形の小心怖を問むE

6691¥はAl仰のみがある。府市は 3凶反転で。出 3刊す

剛カ，~あ匠y~ .曜に躍しなL 、ゎ 庖1駄の主事 支!f:がともに界腕

からfr.ち kるように派'{し。荘き込んだ先端がま状を吊

す内wiは険加!

い.'~ /I ‘ 

tk人¥ι442
記対主主主JJ-EZdぞきEft

\'.:.\~~ピ'y~~~ë~:'< 叫"

i.>'、
仁 品ーにつ、一二 、ミ!;J.~':-_
、:C-... 

--~-
制，~，

Flg. 37 J!J盤1昌平紋粁平疋{31

Flg. 38 Y.-J!位以tft~紋軒ヤ九w

中字形 トから 上へ11きこむ沼市で中'(形中心簡を問んだ形のもの伺
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6704割式はAfIi円みがある。唐草は 41t!1反転で，部4

，~{主治・品医界観に接しなt 。 唐11各，~伎は主!f; ' 支業の

l又別がl旧植ではなく 。た出 2単位のみ2業で，他は31お

からなる。外巨に珠粧を置き，顎は山I¥!顎。

37、I‘七(.r.:...: .... 、_~-I.<_' ;3 ' ，.:';. 
I : I!ゐへ三.，尋ミ~戸工 サBUl- 一一ーにミ築震主主宰:、伊
\之と出j~~'J' 6~-A 

逆V字形 下からJへ在きこ2r日開で辺V守形を開 λ~  〆グf
4 . . ....~ /~"' ./_ 1 .1 

む。 川V奇¥，子ど初、
mq!Eヌロさと てヱ必ワμ

式はr.~f1，.(fJ・3同腕。界組から枯 lるように 旬、tihギ24JV三A

i!it'!.:. L-:&きが闘し、。 U~ 3単f合主輩出 1立会が脇区!J!純 一司~ 一品..:.'"'- ー

に時しない。布はド1腕切に近い川町((oA .Bの2草加:1「了、川 ぷ子:，; \~
じよ ~~ ん ιzpr ー

あり A t)~ /l U:" Aは外圧に酬をfi"tき 1・下外附開 。11Chi-主土}ざ22ヤJj
位It'>Jに相川ずつX(jJを入れる@ 、定、、31Wぞ312Jfぺ

、hハプ、 、一。'-て :-:.:::.，;.. 
逆牛頭形 lーから下へ主主きこむ由市で逆牛閉形を問 、、~よ瓦三ニニー~μ o714-A 

むの E・g.39 均瞥庖車紋軒干瓦(5¥

6714別式はA純円みがある。出草は白状で作lj¥fすが.ili

前し 5同反転。前 5Ij't(~，-は脇医界線に慢しない 。 部 2 単位に全然と逆方向に!反転する.z:ftllを

什九部5単位にも主!fと逆方向に反転する宣車と遊雌した主車を付す。外区は珠位情。顎は

同1腕顎。

小字形 下からjに荘きこむ府平で 小字形たいしi!!!小7形を聞んだもの。ニれには外I烹が

;l;肢のものと繰紋のものとがある。

イ)外区奪敏

6719型式はA聞のみがある。庶1.y.は5回圧転で器きが

強<.台前伎の担 2 St:~が長h 前 5 lii(~rが脇 18:採組に

拙しなL、 平瓦の広端而を箔に抑しこんでlι吋位似合つ

けている。したがって前腕顎で，'11瓦部州市には正当日目

j!I <まで平J[製作時のl>1l叩き円が認められる内

ロ〉外E珠絞

6721型式は内医紋保グ叫6719に間似する。ただし6719に

比してL古都町哲きが弱<，各市{立の第2宣車が恒かし、。

.̂ C.......KのIO聞があり， C・D・F.Ga.Gb・11が

111 1"，... Cは中心筋の両支葉が上1iに聞く。この点はJ

Kと共通するが J ・Kでは両主革のぷ却が'1r央1憶の県

市近くにあるのに対し，Cではfi!.j5i!H盛期が'1'央車り'1' 

仰の日さにある。脇区は餌佐、官1は山線';¥10 Dは中心錨

トh A4J 
W!誌委事宣言法行二A

FiJ'. 40 均<<gll/tq~nl'疋i61

会決、、 r グI
JiiJFSFご¥ JJっさ日、…ー-…¥やi経認な

も竺534
刊誌とど三読ん71.0

の両主蜘、如、半月形でやや i一方に匠り 両主蜘，11'央 tL42 メ9)
『ド11t?とa、 "'''-:号勺 j

出 k半滞と !司じ市さにある。 毘?なの組が太〈珠紋が大き '，<~会会lõ:，::ι ιfhF41L川

h …紋知的制0"ドは'1'岬の両…~湾総長:三三♂王子
ぽぷ'1'で，両立葉の1M;問、11'うた'1'の上端 kりトに111る。 、同証弘ι与一一言~-'";-- o771_f 

小火車内ru・n下のfi'T.ii'l.に外区UO深粧があるn 脇旺は
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官1は段~J1~ Gは中心飾の両支燥が上向きの半月形でほぼ

水平。両立業の基部は中央葺の上鴻のややドにある。'1'

火事"'1証七 ・n下の位置よりもやや左に外区の珠位があ

る。l庁l，'i.有担5単位第2宣車がない。外区珠肱は小さく

歩、
シ J

.....'.;;;-，iず
/. - --，'" 

" 〆♂ Jノ
イ 、ぱJ二刊〆バ--.-

、イ"〆

τなL♂

拠
、、?、，~F~:-:

、、みj

w;に配され，珠粧の外仰にさらに界腕をめくらす。脇lズ• 
は川紋e官Iiまfn線mと山I¥!顎とがある.Gには Ga.Gh

Gl，は外圧の珠位の外側白界線を削 りとり班、kがあり ，

"'721.Gb 

d
d
d
 

h
t
)
1J
 

長
ふ
く

九
市
川
川
計
、

中し、Z誌の』下柑にかえる 。 lT f'l rþむ飾ñ~ F に似ており

の i，'r~'買に珠肢があるが J'U:Jこは珠粧がこたし、 。 r.~m:作

1j( (，'':の抗 1主1告は器部が飽か く，n~区に珠仕を 311'4'配ず"制

る内 顎は~'(線引ョ

下から上へ岳きこむ府草iこよ勺て l 下下向き矢印形

向きの虫、印形を囲んだもの3

日'27糟式は外[~が珠紋。 唐草は 3 阿反転で，界線から

，'f.ち上るよう に揖，[する。 出草郡 3 1詳fなが脇I実~I組に縫e 

しなし、。顎は位百i.̂ ・Bの2輔がありともに山土。A

は中心簡と唐草作1何年の主主fが大きい。中心師内耳1:1こ

Bは'1'心飾と府l，'i.名単位の主車が小さL、珠紋がある。

巾心怖の必ヒには珠粧がない。

下からJ.へ巻き込むm草で小さなパルメッ

さらにその上に両側から内包するよ うに松北

状の事を対向させる。いわゆる対剥E較であざ。

封草花紋

トを凶みj

• 

めぐらす。肝引は 3同庄転で。部 3liWrは脇区非線にと

山人 ll-M;f;て¥ぃ 14fffiq 
A，C・口出1;上、A江 川II伽 :MtJJlおSE2??でザヲλバiF

一一七、〈て:;~ ~}y~/ ，<~ .... 

に分離する。師側(;'ut主主主まの別がはっきりし ~、ft;主辺主己主ZY
、』ヒι主 ごごzhrμu戸..-- 6732-C 

6732型式は京大、1式市T平瓦である。 外!支に料1<!本杭を

りつかたいn I，'f r，'i.の !i.!fj数が多L、。A，

のH同があり

司ド

新種6732Q

CはAよりやや小型で珠位も小きく，唐車内主!l¥'文革

をた，府1;i右前 3，~位出 l 主艶の殺がCの醤きがゆJい• 
Qは初何 ~ 18草作ljt(訟の主'¥'!.主監ののプiが lつ多L、

別がは。きりせず抑 1単位招2主主がなく ，閉2Iji.f.i. 

.，穂l丹市紋軒平疋閣Flg. 42 Kより内出2主班が23/，に分れなに 。Kとよく 似るが，

I文相がi史<.r.!i'俗が.1、11日りであお。阿佐官lに近い州線暫1で，平J{.司凸而は縦1)1;，)にヘラケズリ

L.， '1'.瓦部凹而の正当近くは備方向にヘラケズリ l.以下は:(/I11が残る戸• 
ドから上へ荘き こむ唐草で下向きり嗣Al形を四む1ftのもの，

三 l 京大ヰ式僻瓦についてー蕊*大年司を'N~ と

して J (r I! j" f ~研ヲセJ 9) 1976を~.~，\命

網業形

1 ) 対茶花放については川勝政太郎「訟令室本尊

の以飾文様Jt[法修立の研究1)1948.凶本東
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673r¥型式はAH!のみがある。外区は回線を 1本め〈ら

せる。j，lfl，'iは3回匠転 で， 首13単位ヵ:脇収斜線にとりつ

かない。唐苧の主主置が多く ，各w-伎の却 1支生は3倒。

部 2 支'fj~は 1 例ある 。 む1は前線担。
、話甥]

桃実形 対向ずる C"f形で挑安形を問;)j.，さらにその

トに桃ヲミ形を円l.，t_:-A'心飾て'あろ。

6761型式はA輔のみがある。外灰に伺い殊性がめぐり

唐草は 5[C!J反転。府革期 1単位は主主がなく ，担 2-出

4単位は車 1立lftが 1制，出2主主が3問，出 5.iji.fすは

部 1主型が2例，前2主主力、なし、。';TIは1111腕';{¥o

上向小字形 '1'い仰は抑的な去現の 3il:ハルメ y トF

6763型式は外区に判い殊粧をめぐら rc );1f1ltは 3日反

転、 C，出 3単位は脇区界腕にとりつかなL、。罰はJ!!!腕功。

A.Bの2換があり AがH1:1-.o 1も の方が1!f1i<~の作単作ヵ、

崩れておらず，多本Jf5は出 1主主 2開策p 主葉 3例で

あるが， Aでは右指2単位前2主葉が2倒，主右前 2qi. 

fウ部 1支!lが 1例，古郡 3単位出 1主主か3何になって

h-d 』〆);l「C 、tme--J//五虫
、¥令、G35EZki今一U，f

句、ー、士一町工時W1pzdユ;".-.- 6163_A 

L、る。

花弁形 ' 1 ' レ飾がlti~弁の蓮1r.m.のもの。

6775型式はA四のみがある。外区に珠紋を組 くめくら
f.'ig. 43 均整!作平紋軒平瓦[!l)

す。唐辛は4同反転、で，第4単位が脇13界出に按Lなし、。部 1i¥，{位には出 2支葉がなく j 掠 1

主事が 1例ある。招 2-第 4単位には却 1支葉がなくt，K2主主が 1価ある。引はiHl腕';il。

D 道具瓦とま事 (PL.5!l， F収4<)

面戸][ 25点11¥土した吋いfれも丸瓦製作後にせ乾きの段附で加工しH'iiPJLに作りl'iえたも

のである。形態はいわゆる睦而戸で。左右下部を切りょにき中央部を育状にっくり 111す。完形品 *

はなし、が担原可能なものが2例あり， n:さ29'.6('m，幅17.2cmおよびf之さ 19.8m 帽12.5cmであ

る。 1'，而淵月~::は，料方向のハケ メ のもの 1 点を除 く とすべてナデで， ブチの方向には縦と織と

がある。出 2妙、成形技法の判るものが12点ある。すべて縦{立の判叩き。他はナデないしハウメ

で泊 2次成形瓜が完::F.に府り消されているためウ刊町 Cある。[111而棺却は削って而取り L その

他のl市分にはイ"円圧棋を践すn

隅木董瓦 l 舟 IH土した~ 11. 5crn x 9. 5cITの断J:で，先端悶i7;flにあたる o TTT!iは干組で， J刊

の棺辺市に日さO.3~O. 6cITの初柑状の作をめぐられ枠の軒は 2辺で異なり 。5.7cn:と7お問。

枠は内側が日く外へ川って緩 く傾斜 rる。枠の中央市に阿 1.5cm. i'1!さO.5cmの凹脱をめくら

す。村、のない部分内厚さは2.9cm"2側面iの うちどちらが先端木円而 Cあるかはィ、l問。

包俳

閉倒は大lEの保有車備工事，部 行次調査 (6A八Q区 内現地侭) 却70次市:拍手i'(6AAE1:<・泊 本

2次大師刊i刑 川 町，W73次耳'(f.(6.'¥ i¥ QI'Z内実地内.節97次調脊 (6/¥B I戸 樵定初 1次開
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• 

事

. 
• 

• 

• 

~r..;:地 I.t.) ，描1<.次調任。AHK区 銀定"'1次初旬H地1可有ノ'j")において山土している。描6次

調在を扱った 『平放官報告lU'では 「異形地Jと報告したが，その後の出土師から隅木蕊止判

明した。J:;Jeの甜冊を議長考に復原 ，ると，日さ4仕"。輔47酬。制形の深さ 19酬，明形町2辺の

たすf'l庇87吋勺かかり6ま"'1形部のみにあり .幅 2叩，揮さ0.7酬 となる。

鬼E

時あり l

20 .... .01¥，上したが いずれも破片である。 2

そのうちわけは E利光世彦分矧による平成

~.:n 式Aが fi l~ . 平成~，;nT式 A ， が 13 .'.~.~ • 理1式不即l

が 1点て'あるe

ヤ城町 I式は地の今!Hをあらわず。JIlは額を正I同

にHけて聞配し . ヲ?を i f\す。 腕部 r!l~~は平球形にあ

らわすの下';'Jl1二世巳の討を配し!体に泊って断而鋸

Illlたの控壬をめぐらす。大( 1̂と小 (n)町2闘が

ある。Aは胸 ・腕の師肉の盛り』 りや問節を写'1的

にあらわす。休部の者主の内側に幅広な嗣斜而をつ

けるのが特徴。外柑は傾斜組。

平峻 ;.;~ n式は鬼の問1耐のみをあらわし，しかも削

而のすべてをあらわず。上 ・ドのt貨をむき 111L. '1i 

を噛んだ躍につくるの下顎に股射状の誼を配L. そ

の外側に 2刊のy.!壬をめぐらす。大 (A)・小 (B)2 

輔があり Aはさらに細部のまによって Al'A~ に

分れる。A，は k械が-.IrIで強く 曲折し，制の力酎

を 辿につくる。周聞の岳15はtさきが強い。外躍は

傾斜陪ョ

と除、;:;

Y 

Flg. "4 

宅'旋回 IAI、

鬼Jも

，-
59，..'i.1fけしたa そのうち1 長さ ・幅の双方ないしJJ-:;Ijが判明 Fるものが17点ある。b!;4.: 

を北'1'に八--1)の -1mに杯分できる。Aは長さ30--31.3開， 相22.<1 ....23四!l干さ6.3--6.8crnで

7li.flU:? BIまRさすゆ1.栢17.6酬，厚さ 7.50聞で 1点11¥土。cは民さ29.5明，相 15.1--16.5

制./'J.き6.-1-7. 7cmで 7l，i.tH土。Dは長さ不明.幅 13.2--13公帆 j事さ7.8--8.3cmで2点HI

l:o <1聞ともにプ P ，ク状の粘土を型枠の中につめこんで形をI¥'?.その後外而をヘヲで調性

している合

E 丸瓦 ・平瓦 ・文字瓦 (Fig.-15) 

ヨL 瓦

先J.:なものはほとんどなレが，破片から判断するとすべて主制九瓦で。行革丸kはー1:もな

い。W'li大成形佐世、を革計約に，粘土紐巻きつけ位法をI11し、るA矢!L肺炎な証拠を践すものは少

いが粘土出書きつけ陪辺、を矧いたと与えられる 日間.'1、J:のためA.Bどちらか才4月のC聞に

1) E利肌俊倉 「円木古代の地面文鬼瓦Jcr，続究泊悠vu努t延岡i'!.文化財研兜所学鰍第.'l8ml) 1980， 
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修

理

伊

大別できる.いずれの顕も措2次成形性法および門而珂終才一怯により u下の 4附に掴分でき

る。1) 縦伎の縄叩き 阿が残るような叩きをおとなった後にヲデを施すが，部2次成形民を残

すもの。2) ナデで'1Il2次JJ(形痕を完全に消し去ったもの。町 縦位の網叩き 11が列島るようた

叩きをおこなった後に陥方向のカキノを』告すが，担2次)花形成を妓 宇もの。4) 制111:')のカキ

メで出 2次成形県を完全に消し去るものの合間各聞ともに内而には布日圧症をとどめる。刊而・

両候手担、は.同而全体にヘラケズリを施し平滑にするものが多いが，C.mの2珂 ・4..には分

割鍛而と破而の凹凸をそのまま残すものが少数ある。また ヘラ今ズリを施す際に側I(liの凹而

側を間取りするものと しないものとがあり 。liij布のプJがやや多L、。

n 平 疋

平J[は却 1次!定形1¥怯を基郁に.陥岳作りのA罰と 1枚作りとJ7えられる s1Jiに大別できる・

が。B績のばあいには奇襲安な証同がないものが多し、。AIJIはさらに.t'i士板間世作り円 A，傾，

新土紐桶荘作りの A.矧，どちらか不明の A.頗に細別できる。 各町1で刈いるt!12次成形役世、

を，凸聞に残る叩き日の事1mを基郁に分間すると ，A，. A~ fJ!に平行叩き FI.A.聞に協子叩き

n， A1・A:.A.・B煩に縦{立の縄叩きfI.日間に横{なの倒叩き門があるo¥寸aれのmも内而

に布阿圧痕をとどめる。凸両調整手世、は.A，聞は不調整のもののみで，At' As ・BlIHこは小*

間牧のもの，ブデを施すもの，繍1jft，]のカキメを施すものの 31昨がある。1'7ないしブ'J，¥メを

』告すばあい，N~2 次鴨帝棋を全く 出し去るものと ， そうでえ:C ~ 、もの とがある 。 側而翻終手世、で

は，側面全体にヘラケズりを施し平滑にするものが多いが. A. 百lには分 I明子.(~.ti'旦立中一気

酬と破…何時すもの一。ま い川 崎すj臨 i
際に側面の凹而側に而取り を施rものと .JIiさないものとがあり .A，・B問 先E図柄瓜FFF

では面取りを施すもののみである。 通幽剖セ埴溺軍基
E1諮問物事胃吋

宜字瓦 丸 ・:;tl瓦に割印を押銑したものが14山ある。ヘラJ防きはなL、。 吋.品問えに一

文?の時期は 「修lが 1点問j州 '.'i.・巾 」 が 1.r.'.~ ， r人lが 1点であるnE訪問E
言混同志tzzp

「修j は絵詞で. 不正の凹而に押す。割問問 '1 ・七、は阿8長から 4 聞の{ウñ: 1こ 名 =?~~~~:-:~;.~ .~
2】 州 、• .，....，氏、w 己し，

あり， 宇の向きは側耐にほ主する。訓印 「修jには ，-.の 71<f¥闘があザ， ;Li-?に151 ・

本聞は C で。 2 問 x 2.95cm の大型の印である 。 出 1 画が ~<J <肌折し，労の 741:rLSどi
M ・ 旬 以 ‘'可

上部が届左援し.1t'ド画の幅が広い。 tptF'附丈じ
ご雪エーふ二P きでご子主J

「照Jは醐刻で。恨の凹面叫す抑際部{立の判明する刊が6占ありf:ヤtE芭 怠
割問I町中心位置は側蜘引 7-5.9cm，端輯から'1.6-7加の剛内にある。幻 也云EI4，

内，;:-- 山 町 '

こ~ Iれ1凶らのうち広繍糊a柑長 . j挟史端紐の迎臨L、が判ゐも円町カが:2 }点~i，~ちり J
s幻】 一 悶m

である。 剖印 rPl可I~ ) 川tに山』司iはま ，-J円l目2何削泊が=匁知iられ そ白う b h カが~ 5山が 量濁，屯a"戸恐哲
亀島原元 ~d 

3点。 1が2山!ll土した。hはl閉 1.&可聞で凪円割 3・4酬が太L、四 1は ffTftffTモ-
ー・=-'.'.一'・， 一一 三

2. 35x2. 2加の大型の印で， 文'Yヵ:酬に討して右傾1.- . 届が全体にか。 .ぞ~'ti! ~，玉三
22弓.-，・込

lは1.7x2.3emの械)，の印で，扇と曹が分隊1.-.踊の前 1.3.4曲が太丸、 2.;，fi ~~ 
巴也 .':e-:';:;; ::;:'~ ~_':! 

「伊Jも陽刻で。平凡の端而に抑F。日、端1mかw端而かは不IVJであ る。削 Jo'ilC. 45 文'j瓦 。

1) 蹴刻除剤は瓦l鋪iこあらわれた文予の状態で

t う.また大きさは疋百での寸法である.
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2) 文F瓦の分阪は 『奈良向立文化財研究所定申

資料vJJ{個5による.



印 「伊」は l純煎しかな(， 1.65x1.75cmとぞ守防n:o 'Jjiの負~ ， 耐がÀ' 、。

「人jも陣刻で。丸瓦町内耐に押す。調印の'I'，C;位置は狭協柑から 8酬にあり ，字の向 きは 人

醐帽に直吏する園調印 「人 は 1組問しかなく .1冊 xl. 70酬のやや縦艮町印である。罰1.2

円のド辺が不揃レで刻向悶左右辺 ・下辺部に椛りあがりがあるm

噂 これらの刻印を押符した平瓦はいずれも小片であり ?却 1次成形技法は明瞭でなに。しかし

観照し1:1た範聞でu粕オ総巷きつけの出陣 ・粘士粧を主つけ附の介わせ H・;(jiのrnじ合わせ

"跡 ・ 出 什続々どを成す私のはなL 、。 なお刻印 r~u を抑した平正は， 引の阿 I flj l'!'I"J (iJij(1門)

の*酬で6円/IHしているのここの門の修造に l修苅¥1関係の宵可がかかわったT可能性が考えら

れることは I すでに 「平城't:';領特rx1で述べたところであるe

F 小結

1 車f疋の編年と組合わせ関係

干減下(IH土軒瓦町令般的時期医分および例々の軒瓦の{I'.:ft観は 『稽'I'll'f料 11J (疋錨 2)の

解読において提示1.-.その後 「平成副報告氾』で百改訂しfJ。今同船した尭制匹の調査成

掛からは，軒瓦の'1代慨を改訂したり ，年代不明であった軒瓦の句 f¥を決定したりするための

・材料は押られなかった そこで ここでは世米町成毘に巾抱rることとし 山土した軒瓦の幅

'1的位目づけを rab，31こ示したが，真作成上のfil:s':l:¥があるので以下に列挙する。

内)63即日は，すでに述べたように6303Aよりも位制A.D・ドに附似する。出回Aは想武明

燃世副所mの軒疋で，τn皮下f粁瓦偏年間H則に凪すが，6284A・Dは出 1J切であるため 9

6303Bも前 I闘とした。

市 " ) r平城下l報告XIlでは印刷C-6664Kが縁1イ守うとした仰ところが以前には6304Cは印刷 D・

Fと街l1'i'い出ηJWニ属すと与え.6664KI:16664G-J. L-Nとともに部 1J引に回すと Lて

いたのである《したがって 両者が制合うとずれば 印刷Cの匂f'.'遡るか.G師41{円年代

が下るかのどちらかでなければならなし、 今阿丹羽在でiJけした6回'G・J1.rは内[1.i粧隙

が66641{と鮒似するので師6<lKの{I代に合わせるべきであろうか'.ここでは従来通り揖 i期

- とし求::0

，)但25A-C.L， 66日A-C町年代を r1~柳町料 IIJ 町解拍ではすべて郡 口 聞としてい

た。 r子以符報告X11では66日A・Bのみ抗日聞に残して6308に組合うものとし， 6225A・

C-6663Cを出111Mに下げた包6225A• Cー岡田Cは出2次大械阻院 朝常院所用の瓦であ

るが，子身長H却1由次調慌の杭史， 前 2 次大樹脂院のr~lr'r ・ 問問闘では6296A-669IA の事1

. 介わせを川いていたことが判明した。したがって6296八 6691Aの句代も6225A. C-6663 

Cと川時期とする何たお，Ilrl_~務(官 ・ 辺、時寺東院では干減下f軒瓦幅1rzn" f[ 聞の段階ですで

に6691Aを使川!していたが 乎妓ず?での使用は耳何:後のことであるという見解を 『平城官級

作刻Jで開削しており ，これに従う。

ところで。仮に6296i¥を彼弁連情位ではなく川氏介躍す指紋軒丸J[とλなせば，単弁12弁蓮帝

1) rドh武将輔if』r氾Jp.242-243。
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H diL417弓it
M 17%;お11槽1則宝年間活必tsl¥'瑚52i内l第言V1矧主l己 土?一

日31日 同時B GI33A・ij.Da.Dh 6235C 西130H

6273B (0301 C 6134̂ 61JIA 

6308A・B・I62251¥・H・C・L 同 1 33 ・ ~'I.P

ι275A. c. J) 白川 1'¥・s.口62R2G 1h1・DhIB-F n-Ir b 6225E 

Jt16278H・Ch.E 6.~13A . s.C 11 ι30is. I 

6..."791¥. B 62851¥ 6..'>961¥ 6316K 

疋田且lAh・日 6..'>91 A 
62且4A.C.I).E.F 仏31tH

6拘 3B

66，!lAh・C・E・F.L 67HA 666JF 

軒.66.12A・B.C 郎631¥・日 lB.C ・R・5 6732Q 670.11¥ 

6613/¥::" B. C 6“自Il・F 669IA 6761 :¥ 信727A.B

F 
"孤;61¥ 伝69-11¥ 昨，7751¥ r.7J.1 A 

C C -Ga 11・1
6iiOA 67631¥ 

67191¥ 

1i685D 6721C ・D・F・Ga.Gh・11

67321¥. C 

Tab.3 n Jf. ~句1<

紋となる。干草が納品し問弁が人子形をMする点などが6320八日にIii似する。日20.'¥aは

す\~(-:宮活符昨に新調した粁九瓦〈ぷfで宵KMO I ) で ， 恭仁官では軒平正669 1 A (KHOI)と組

合わせて使州した。平減計では6691Aは田9fiAと組み合っている。 l原真人は「平域6296A

は正当文障においてKMOlよりも世11¥的で。平成6133*、の先駆盟止とn:.hれる」とm摘して

おり ，注目される。

d) 6681は内区位様が66田と闇似し，外1;(位隙は6凪 3と同じである。『益率資料 nJの解説で

は，内灰の粧様構成が罰百期に凪する6682と¥"1じでやや陸U:的な-'t!司馬があるニとから，招H

JV¥から第四期にかけての町のものとした。6663が出H聞から蹄IIIIV¥のものであるので，6681 

に出H期から出111加の帳をもたせて矛町はないが，6681の内医紋様に6凪3A.sよりも迫化

司齢

した形跡が認められることを勘案し.1山 3では節目I聞とした.

平成宮内における軒丸瓦軒平瓦の組合わせ関係は，原則的には一定地域内における/11土削

草丸瓦.僻 度の尚仙いものを同単んで判断肌Lてレる。木剖附f任t地醐繊のばあ凱削、いh、¥.I軒帆f仇九瓦と軒平J[OJH出
瓦の組合

わせ な聞きがあるため，れ型式のtJl土点数の多以が，かつて臣艇にnかれていた尖躍をそのまま不

さない可能併Jがある。したがって，各型式のU.l土比率を比鮫してみても無立味であるかもしれ

なも、が， 応試みてみた。その給*が Fig.'16である。島東地慌の内外それぞれの区織におけ・

る¥11土比率をみると ，府軍内では平銭宮軒J[嗣午車問聞に属する6282(11.6明 6721 (13.44)， 

6225 (9.]町一6663C(1I'b)の 2組が7定-i'r.し .liíi onはHÉ íi!大眠腕地匹 ! 後(，d，t ~) 2次大阪陥 ・

判:lH..i:地l文での飢f，'hせと一致する。日111聞の軒平][では66641).F，66田A・nが比較的

多しそれぞれ6311.63岨之組合う可能性があるが./l:'::I山曲が少ないため断記できない。却

n'朔の軒九瓦6133・6134はlIf定大胆職地区 ・部 】次大幡町地区描H聞で訂'32と組合うことが判・

1阿しているが，Hj)従内では67321まほとんど出土せず。組合わせは不明である。

，I.r.~望外につい ては，JIIl間寺式系統の回O I C と 667 1 C が， 1\11 比率には発があるものの ， 位保

系統が 致rる白からみて組令うものと考えられる。日111則では，6225一回63C，62昭一6721

1) 点目r;H.t殺fi蚕n会 『総t-p跡党揖調脊織作瓦偏J19刷。
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の2組の他に6719Aが多L、。6719Aは従米から組合う軒丸J(治川、IIJである。6719Aの大半が馬

貨車1'(出市主幹部の岡田をなす出北謂 $059曲から出土しているが。 SD~泌師、ら山土した軒丸J{

の中にも特に候舗となるものはなL、。阿波東官簡の本物的な調査に期したL、

ii :ili械の時期決定に役立つ資料

- 車fJ五のうちi世帯に伴うものはごく 僻Jかで，大部分は整地府から山土している。後者は 次的

に移動していることが"'想される e 射瓦の時間区分に}，t\， 、て，車T正の U，~朋別の分布状況を調

ベ，その在化のあり方と追構配耐の時期的変化との川に何bかの対応関係が秘められるか百か

倹討した杭*，両者は対応しないことが判明した。したがって，軒Jeの分イ"を手懸りにして個

々の出物につい OU.fか否かを決定するこ とや. 1'1出の1J!物にIlJc、られた瓦の型式を決定する

e こと，ひいてはIJ!物。時期を決定することは闘嫌である。

ところで，刷、Y柱建物の位鋸形や性銃取嗣跡からw土 したn!{b'少量ながら ((伝する Cfab

4 )0 もちろん，ある性側形ないし柱紋取瓜跡から出土した軒lιのう ち.UJiの ものがその穴 遺続出土の

を出刑した年代の上限の一点を示すに過ぎないのであって.ff瓦の年代から建物の珪J.'f年代が .，--

泡情信号IU上申FJt: . B，~即l 嗣 J号 遺構時期区分 遺情信号出土ffJL時期 備 考 遺僧時期区分

Ss四56 66<IC Ss6初5 6663A 11 

"'r"肱取痕跡内6719A B u 
5H6180 66640 H 日82G 四

51¥6315 “6.IF 
11 

67101¥ 

'" 11 
536.125 666'C 672IC 

'" '" l 
5B61却 6225 111 住掘形内 。

'" 5.'¥59切 6663A 住鋸形内
F 

'" 11 

前7IC 11 
G 111 

505960 6274A" 山-11'
6278C 

日日:16如 62731:1 
6279 B l 

6284C 
6MIC 

6663C 1][ I ~H制府内
“64 F 11 

5B61冊 6303 Jj l 位制取<'i
G282F 

'" 66I1C 11' 
111 

5116173 6却 IA 11 位肱取航跡内
631自K 〉

6225A 

'" 506152 6t'!51¥ 111 
566177 “日Il 11 

58618品 6砧4D
58&1羽 両副3 11 住掘形内

'" IU 5D5961 6131A SK63回 6郎3U 11 v 
66610 H 566386 6721C 

U 586101 630.11¥ 11 桂樹府内
6却 2Fa 111 5E61>l3 6761A 11' 川ρ樫上内
6691A 

'" 
5E日開 価 6.11 I 

67().IA ， SK70.1O 6225B 

'" S116360 ω(i.IG 666JC 

'" 6311A 11 5K7(J..1l 628113 出比絶後

6721じ
66.IIC 

111 
6225A 111 

SD6177 6231 
6663C 日1

66-11 C 5E7仰 4 6613Aa 
6671C 11 

制 7. ー斗 SK7凹 7 671.1."¥ 11' 

Tab， -t iû怖からIlU した軒疋-~U見
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判明 rるわけではなt、しかし rab.，1巳まとめた枯民と後述のi1l憎の宜過とはイ'眉しなL、

すなわち。 ある ill物の 'I'i~がその支~物の桂Mjf~から t!l土した軒jιの年代を遡らないと L う原.llIJ

は保たれてL占 B なお，追Ir.時期区分却H捌〈奈良時代初期〉の S田056から軒J{嗣'1出IIIIPIの

6719Aが出土しているが，これは柱位取jj{跡からの出土であり ，辿物の解体が京良時代'1'関以

降であることを示すものである。

ui .l.ti型地域特有の軒瓦の存色、

lltr節までに報告した軒瓦の大半は，平易武宮内で泊常Ul:1するものむあるが， 6301C ・6671

C • 6719Aの3酬は1本調査地域でJt鮫的多く IJloLL，その他の地区ではあまりみられない却

式である。これらははたして「民世地域G1)Jじ」と呼べるものであるうか。

• 

分布状担を検討すると ， 臼 Ol Cは崎京内で 1 札 m紫外で19l.~ ， 6671CI . .t).!~~宮内で 5 l.~ ， 国 s

貌外て;13点， 6719Aは局設内で8点，，1.!iXE外て;17l.¥となり ，むしろ阿波外に多L、。しかも15望書

外出土のものの大半は同型車官両四辺却の 5D5960や，築地 SA61却に伴う m{~I，時 5D6 1担から

出土しており ，この2拠地に賢かれていた"1能性が大きL、。したがって. .IJ~î誕地域独特の軒Jf..で

あるとは甘えないことになる。

92 

時期~'，\'
16.7"0 

Fig “ 制J<.のm土比ギ〈型式名は111土*2.5写以上の別式のみぷ，);)

. 
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